
マハティールとリー・クアンユー

シンガポール分離を決めた論戦

　金子芳樹（獨協大学教授）

　マハティールは 2003 年までの 23 年間にわたり、リ
ー・クアンユーは 1992 年までの 33 年間にわたり、そ
れぞれマレーシアとシンガポールの首相の座にあった。
双方ともにアジア史に名を残す屈指の政治指導者であ
る。すでに政治の最前線からは退いた２人だが、いま
だに意気軒昂たる様子で言論を繰り出し、一定の政治
的影響力を保持している。
　両者は現役の首相時代にもしばしば論戦を交えたが、
じつは歴史をさかのぼると、一つの議場で与野党に分
かれて熾烈な論争を展開した時期がある。２人の因縁
の対決は、後のマレーシア・シンガポール両国の政治
的成り立ちを決める重大なバトルであった。
　時は、シンガポールが 1963 年９月にサバ、サラワク
と共にマラヤ連邦に加盟してイギリスからの独立を果
たし、マレーシア連邦 14 番目の州となって、州内選出
の議員をクアラルンプールの連邦議会に送り込んでい
た時期である。シンガポール州政府与党の人民行動党

（ＰＡＰ）は、党首リー・クアンユーを筆頭に野党とし
て連邦議会に乗り込み、マラヤ時代から引き継がれた
マレー人優先主義に異議を唱えた。人種、宗教、言語
にとらわれない平等主義を採用すべきと主張して、Ｕ
ＭＮＯ（統一マレー人国民組織）を中心とした与党連
合に挑戦したのである。
　この時リー・クアンユーは、マレーシアの真の土着
民はオラン・アスリだけであり、それ以外の住民は、
華人やインド系住民に限らず、マレー人でさえもせい
ぜい過去千年以内に移住してきた移民の子孫に過ぎな
いと主張し、マレー人がブミプトラ（土地の子）であ
るとの前提に立ったマレー人優遇政策を舌鋒鋭く批判
した。
　華人が圧倒的に多数を占めるシンガポールの立場か
らマレーシア全体のルールを変えようとするこのよう
な主張は、それまでの政治の前提もしくはタブーに挑
戦する過激な主張であり、もちろんＵＭＮＯをはじめ
とする半島部の与党から激しい非難を浴びた。そして

その時、対ＰＡＰの急先鋒に立ったのが当時売り出し
中の少壮政治家、マハティール・モハマドであった。
　マハティールは議会の演説の中でリーを、「マレー人
をお抱え運転手としてしか使っていないような華人中
心の環境の中で、島国根性で固まった利己主義的かつ
傲慢な華人の典型」と非難し、同僚のＵＭＮＯ若手急
進派議員とともに、ＰＡＰとリーをマレー人の歴史と
文化を冒涜する反マレー主義者と痛烈に批判して対抗
した。
　マハティールらが、リーの逮捕・拘束まで要求する中、
当時首相であったトゥンク・アブドゥル・ラーマンは、
「討論はひどい口論となり、ついには相手の欠点を探す
だけの喧嘩になってしまった」と嘆き、このような舌
戦に触発されて民族間の緊張が高まることを憂慮して、
ついにシンガポールの切り離しを決定したのである。
　２つの国の形を決めたマハティールとリー・クアン
ユーの激しい論戦は、民族問題をめぐる両者、両民族、
そして両国の立場の違いを如実に表している。
　なお、ＰＡＰが半島部で活動していた間に設立され
た支部は、分離独立後、民主行動党（ＤＡＰ）と名称
を変えてマレーシアの政党として登録され、その後も
同国の野党として平等主義の立場から非マレー系住民
の権利を代弁し続けている。その意味では、当時の論
戦は、形を変えながら現在に引き継がれているといえ
よう。
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